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スキエレルプ彗星に件ふ流星群の観測
　　　　　　　　（報告概況）
山　本一　清
　本誌第87號に記した特別な流星群の観測を目的ミして，自分は去る六月
5日朝，徳島へ向け出臥した．
　出戸より4日以前の六月1日，自分の手許へ英國ローヤル天文學會の月
刊Monthly　Notices，　R．　A．　S．，三月號が到着しナこ．此の中にかねて，自分
が途付して置いfl’一一一文AMeteoric　Shower　from　Skje】1erup　Comet，1927k
（スキエレルプ彗星1927kより來る一一一流星雨）ミいふのが掲載されてるたの
は満足であったが，此の文の末尾にCrommelin老が筆を加へて
　　『私は輻射鮎の赤経を1220ミ算出しナこ．第2象限には間違ひないやう
　だ．赤緯は山本氏のS可なりよく一致してみる』
E書いてあるのを見て，自分は多少不安を畳えた．そこで自分の計算帳を
幾度も繰り返して見たが，こちらの計算にも誤りは無い．『はて不思議な事
だ，何故こんなに結果が違ふのだらう？』ε攣に思ったが，しかし，ミに
かくCrommelin氏ほさの老練家が言ふのだから一三敬意を表しなげればな
らないε思った．そこで考へて見るε，自分の計算通りならば，輻射黙は三
角星座であるから，流星が見えるのは早嶢の東天である．しかるにCrom－
rneli’n氏の方ならば輻射鮎（Ct＝1220，　e・＝・十3go）は山猫座であるから流星は
日浸後の宵の天に見えるこεεなる，それで此の方の観測も一磨やらなけ
ればならないミ思ひ，當日までに観測参加を申込んで來た多く人々にも此
の事を注意する手紙を出した．
　徳島へは六月5日午後4時着，上田助教授の嚴父に迎えられ，直ちに幟
町の山本光晴氏方に入った，そして幸ひ此の屋敷に廣い室地があるものだ
から，此所で槻測するSきめた．
　しかるに徳島に著いた日から連日室は曇り績けで，人も我れも毎日心配
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しナこ．6日には市内を散歩し，7日には高等工業學校で講演なさしナこが，幸
ひに此の日の午後から晴れたので，．日浸後大に勇んで「Crommelin流星」の
出るのを待ち望んだ，午後9時4≧まで室を見てみたが，流星らしいものは
前後1時牟の間に殆んさ何も見えす，只9時56分頃にヘルクレス座を飛ぶ
井ンネケ流星を一つ見たのみ．塞は良く澄み，月は無く，見事な晴れであ
った．次いで翌朝（8日の朝）午前1時に床を起き出で，1時牛から東の室
を見守った．生憎此の時は臨に塞一ばいに巻雲の薄いのが廣がり，、月の光
りも明るかつナこので，肉眼で3等星を見かねる程の室模様であっナこ．だか
ら始めから可なり悲観してゐナこが，午前3時牟まで，前後2時間の間に，
それでも，甚だ怪：しいものまで含んで，総計10個ばかりの流星を見ナこ・し
かし二上で見るNS，此等の中の一つも豫期した三角座かららしいものは無
かつナこ．
　六月8日の日賦後ミ9日の早曉ミは厚く曇った．9日の午後は鳴戸の見
物に行つナこが，此の日の日心後叉よく晴れたけれ曹，自分は再びCromme工in
流星を見る勇氣が無かった．第一，Crommelin氏の計算が今だに鵬に落ち
ないし，爾ほ7日夕刻の観測によって，こんな流星は存在するように思は
れなかっナこ．
　六月10日の早曉午前1時4≧にうζ眼をさましナこ時，室には月こ薄雲があっ
ナこけれさ，Sにかく見やうε思って，やはり3時孚まで天を見守っナこ．し
かし此の時は殆んさノートに記入するに堪えないやうな微光流星を二つ三
つ見たに過ぎす．全く失望しナこ．それに自分の計算によれば，流星の最盛
期は8日の午後に既に去って了つた筈である．
　六月10日の午後も，其の三二も悲鰺な曇り，
　此檬にして自分は六月11．日に徳島を引き上げて京都に蹄つナこ．全く此度
の行は曇天のために惨々であった．（月だけは寛悟してゐtcけれさ）．自分
が徳島を観測地ミ選んだ理由は，和歌山の小棋氏等ミ，香川縣の田中朝夫
氏ε協同観測をする筈であったのだが，例の曇りにより，此の爾地方でも
観測は非常に悩されナここεであらうε想像されナこ．果して，脇京後，各地
からの観測者の報告は悉く天網悪を知らせて來た．
3丁2 スキエソルプ彗星に俘ふ流星群の観測、銀告概況）（山本）
　しかるに只一っ，：京都に居残った中村要氏の六月8日早曉の観測は興味
深いも0）であっナこらしい．氏の観測結果を見るミ，京都でもやはb雲の去
來に悩まされたが，しかし，幸ひに午前2時40分から3時10分まで，牟時
間の間の室が可なりよく晴れ，此の間に中村氏は10個ばかりの微光流星を
捕へ得た．此等から輻射鮎を導き出して見るS，
　　　　　　　　　　赤纏35。　　赤緯＋38。
εな．り，（興れは見たまNのものであるが），可なり冥想の位置に近い．自
分は回れを月て，萬歳を叫ばざるを得なかった．一かうしてたεひ微光
ではあったけれ♂，牛時間に10個のεいふ割合の流星は確かにスキエレル
プ彗星からのものεして立野し得られたものε思ふ．削れは毎度ながら中
村氏の鏡眼ミ熱電によるものである．
　さて，去る六月25日，自分は英國u　一一ヤル天：文學會幹事J．∫acksom博士
から一通の手紙を受取つt，何心無く開いて見るミ，中には肉筆でこまごま
ミ御わびの言葉が書いてある。其の意は，「Crommelin氏がさきの計算に間
違ひのあった事を見出しte．輻射黒門の赤経は33。であって決して，第2象
限には無い．それでMonthly　Notice　O）三月號にあんな附加文を糞表した
こ霊につき，私はCrommelin氏言共に大町残念に思ひます．こNに李に
御詑びを申上げる．何れ此の事は目下印刷中のMonthiy　Notices次號で訂
正する筈であるし，叉，観測者ナニちには早速此の事を通知したから御承知を
願ふ」εいふのであった，中村君は此の手紙を月て，手を拍って痛快がつ
た・Crommelin氏にも計算の誤りがあるのだ！しかし此度のやうな誤算は
殊に罪が深いミ思ふ．何故ε言へば，輻射黙を第一象限εする場合ミ，第
二象限εする場合εは，割判観測のプログラムの作り方に大憂な違ひがあ
るのであって，特に，例へば9時皐頃まで注意深い天室の監覗によって相
當に襯測者を疲労せしめ，其れを安める間もなく，埋け様に午前1時過ぎ
からの観測をする二：三になつナこのだから，若し此の誤算が無かったら，自
分等も毎夜日浸後の歎時間を♂れ即け休息したか知れない，近着のPopular
Astronomy（六七月號）を見るε，アメリカでも批のCrommelin氏の計算を
相當に算敬してみる前景氣であったらしい．（終）
